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ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ

大
学
の
学
生
と
オ
ラ
ン

ダ
の
ア
イ
ン
ト
ホ
ー
フ

ェ
ン
工
科
大
学
の
学
生

が
相
次
い
で
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
、
専
大

生
と
交
流
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
イ
ン
ト
ホ

ー
フ
ェ
ン
工
科
大
学
生
３０
人

が
７
月
１５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
の
学
生
ら
と
交

流
し
た
。

一
行
は
数
学
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
を

研
究
す
る
学
生
と
大
学
院
生

で
、
日
本
に
３
週
間
の
研
修

旅
行
中
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
の
小
林
隆
教
授
が
今

年
３
月
ま
で
同
大
に
在
外
研

究
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
専

大
生
と
触
れ
合
う
企
画
が
用

意
さ
れ
た
。

専
大
側
は
教
職
員
と
学
生

の
総
勢
１
０
０
人
が
対
応
。

小
林
教
授
ら
参
加
し
た
教
員

は
「
学
生
た
ち
は
片
言
の
英

語
で
も
積
極
的
に
交
流
し
て

い
た
。
こ
う
い
う
機
会
を
も

っ
と
増
や
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

一
行
は
ま
ず
、
「
日
本
文

化
の
体
験
」
に
臨
ん
だ
。
弓

道
場
で
鈴
木
大
河
さ
ん
（
商

４
）
ら
弓
道
部
員
４
人
が
的

を
射
る
模
範
演
武
を
見
学
、

吉
田
治
弘
部
長
（
法
学
部
教

授
）
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

に
耳
を
傾
け
た
。

続
い
て
、
国
際
交
流
会
館

で
茶
道
と
書
道
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
。
茶
道
文
化

の
研
究
会
の
会
員
が
た
て
た

抹
茶
を
味
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ

は
「
お
い
し
い
」
と
に
っ
こ

り
。
書
道
に
挑
戦
し
た
グ
ル

ー
プ
は
、
書
道
研
究
会
（
小

林
優
里
代
表
・
人
間
科
学

３
）
の
会
員
と
２
人
１
組
に

な
り
、
思
い
思
い
に
好
き
な

文
字
を
書
き
上
げ
た
。

さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
学
生
３０
人
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
卒
業
制
作
で

取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
を

紹
介
し
た
ほ
か
、
そ
ろ
ば
ん

や
か
る
た
、
折
り
紙
の
ミ
ニ

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

中
村
友
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
佐
藤
一
輝
代
表
∥
３
年

次
）
は
、
制
作
中
の
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
（
パ
ー
ト
ご
と
に
ア

レ
ン
ジ
の
異
な
る
音
源
を
選

び
、
自
分
好
み
の
演
奏
に
仕

立
て
る
）
を
実
演
。
参
加
者

の
一
人
が
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム

言
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
情
報
の
や
り
取
り

が
続
い
た
。

数
学
を
専
攻
し
て
い
る
ミ

イ
ロ
ー
・
デ
リ
ッ
ク
ス
さ
ん

は
「
同
年
代
の
日
本
の
学
生

と
交
流
し
た
の
は
初
め
て
。

専
大
生
は
親
し
み
や
す
く
、

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
笑

顔
で
専
大
を
後
に
し
た
。

交
流
の
模
様
は
か
わ
さ
き

ワ
ン
セ
グ
（
斎
藤
新
代
表
∥

３
年
次
）
が
番
組
と
し
て

Y
o
u
T
u
b
e

に
投
稿
。「
か
わ

さ
き
ワ
ン
セ
グ
ス
ト
リ
ー

ム
」
の
検
索
で
視
聴
で
き

る
。

合
気
道
を
通
じ
て
専
大
生

と
ロ
シ
ア
の
学
生
が
交
流
―

―
モ
ス
ク
ワ
大
学
武
道
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
１７
人
が
７
月

５
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
問
、
専
大
合
気
道
部
５０
人

け
い

こ

と
合
同
稽
古
を
行
っ
た
。

合
同
稽
古
は
、
本
学
合
気

道
部
師
範
代
の
堀
越
祐
嗣
さ

ん
（
平
５
法
）
が
指
導
。
専

大
と
モ
ス
ク
ワ
大
の
学
生
が

１
対
１
で
向
き
合
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
技
を
掛
け
合
っ
て
約

２
時
間
た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い

た
。
初
心
者
の
モ
ス
ク
ワ
大

の
学
生
に
は
、
専
大
生
が
片

言
の
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
な
が
ら
技
を
見
せ
て

対
応
し
た
。

同
武
道
ク
ラ
ブ
主
将
の
ボ

リ
ス
・
ジ
リ
ン
ス
キ
ー
さ
ん

（
外
国
語
・
地
域
研
究
学
部

修
士
１
年
）
は
、
７
歳
か
ら

合
気
道
を
始
め
現
在
二
段
。

「
武
道
は
面
白
く
て
奥
が
深

い
。
稽
古
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
」
と
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ

い
な
が
ら
話
し
た
。
ま
た
、

合
気
道
を
始
め
て
８
カ
月
と

い
う
ポ
リ
ナ
・
セ
ル
ゲ
エ
ヴ

ァ
さ
ん
（
法
学
部
３
年
）
は

「
本
場
の
日
本
で
稽
古
を
つ

け
て
も
ら
え
る
な
ん
て
幸

せ
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

同
武
道
ク
ラ
ブ
は
昨
年
１１

月
に
設
立
さ
れ
た
。
本
学
の

合
気
道
部
で
活
躍
し
、
富
山

大
師
範
な
ど
を
務
め
た
故
高

柳
清
孝
さ
ん
（
昭
４４
商
）
が

旧
ソ
連
時
代
、
モ
ス
ク
ワ
で

指
導
を
始
め
た
。
ジ
リ
ン
ス

キ
ー
さ
ん
は
高
柳
さ
ん
の
孫

弟
子
に
当
た
る
。

今
回
は
日
露
青
年
交
流
セ

し
ょ
う

へ
い

ン
タ
ー
の
短
期

招

聘
事
業

に
よ
る
訪
日
で
、
６
月
３０
日

か
ら
７
月
８
日
ま
で
滞
在
。

「
ぜ
ひ
、
恩
師
ゆ
か
り
の
専

大
を
訪
ね
た
い
」
と
い
う
ジ

リ
ン
ス
キ
ー
さ
ん
ら
の
希
望

で
合
同
稽
古
が
実
現
し
た
。

稽
古
の
あ
と
は
、
茶
道
文
化

研
究
会
（
仲
林
寛
晃
代
表
・

商
３
）
に
よ
る
お
茶
会
と
交

流
会
も
催
さ
れ
た
。

合
気
道
部
主
将
の
鳥
羽
潤

さ
ん
（
商
４
）
は
「
モ
ス
ク

ワ
大
生
は
み
な
熱
心
で
分
か

ら
な
い
こ
と
を
積
極
的
に
聞

い
て
く
る
。
大
い
に
刺
激
を

受
け
た
」
と
話
す
。
な
お
通

訳
は
ロ
シ
ア
か
ら
本
学
に
留

学
し
て
い
る
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・

ド
ラ
プ
チ
ン
ス
カ
ヤ
さ
ん

（
商
１
）
が
務
め
た
。

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
髙
島
ゼ
ミ

（
指
導
・
髙
島
裕
之
准
教
授

∥
陶
磁
史
）
が
有
田
焼
の
名

門
窯
元
、
今
右
衛
門
窯
（
佐

賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
）
で

職
人
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
伝
統
的
な
分
業
で
成
り

立
つ
生
産
工
程
を
取
材
し

た
。
浮
か
び
上
が
っ
た
の

は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
奥
深
い
職

人
の
世
界
。
ゼ
ミ
長
の
君
塚

彩
香
さ
ん（
４
年
次
）ら
ゼ
ミづ

く

生
５
人
が
成
果
を
「
職
人
尽

し
―
大
学
生
が
み
た
有
田
・

今
右
衛
門
窯
―
」
展
（
７
月

１４
～
２１
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
）
で
発
表
し
た
。

「
イ
ヤ
ホ
ン
で
ラ
ジ
オ
や

音
楽
を
聞
き
な
が
ら
作
業
を

し
て
も
い
い
」「
絵
付
け
の
多

少
の
失
敗
は
修
正
で
き
る
。

使
う
の
は
傘
の
骨
を
再
利
用

し
て
作
っ
た
道
具
」
―
。
今

右
衛
門
窯
は
、
鍋
島
藩
が
将

軍
家
へ
の
献
上
品
な
ど
と
し

て
作
ら
せ
た
「
色
鍋
島
」
の

技
術
を
受
け
継
ぐ
由
緒
あ
る

窯
元
。
有
田
焼
の
歴
史
や
工

程
ご
と
の
作
業
を
説
明
す
る

写
真
や
パ
ネ
ル
の
中
に
は
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
く
つ
が
え

す
意
外
な
事
実
も
紹
介
さ
れ

た
。調

査
は
、
有
田
焼
の
考
古

学
を
研
究
す
る
髙
島
准
教
授

が
当
主
の
１４
代
今
泉
今
右
衛

門
氏
に
要
請
し
実
現
。
同
窯

の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
昨

年
９
月
と
今
年
２
月
の
計
４

日
間
、
ゼ
ミ
生
ら
が
「
細
工

場
」
（
成
形
・
乾
燥
・
仕
上

げ
）、「
染
付
座
」（
下
絵
を
担

当
）、「
赤
絵
座
」（
上
絵
を
担

当
）
な
ど
で
働
く
職
人
１５
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

「
こ
こ
ま
で
分
業
し
て
い

る
と
は
」（
梶
原
茜
さ
ん
、
４

年
次
）、「
一
つ
の
器
に
本
当

に
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い

る
」（
田
中
光
さ
ん
、
同
）
。

分
業
は
技
術
流
出
を
防
ぐ
た

め
の
藩
の
政
策
だ
っ
た
。
土

を
こ
ね
る
真
空
土
練
機
や
電

動
ろ
く
ろ
な
ど
一
部
で
機
械

が
導
入
さ
れ
た
が
、
繊
細
な

手
仕
事
の
連
係
は
い
ま
も
続

く
。
器
が
完
成
す
る
ま
で
の

工
程
を
描
い
た
、
約
２
０
０

年
前
の
「
染
付
有
田
皿
山
職

人
尽
し
絵
図
大
皿
」（
有
田
陶

磁
美
術
館
所
蔵
）
と
ほ
ぼ
同

じ
流
れ
で
高
級
磁
器
が
生
産

さ
れ
て
い
る
。

展
示
期
間
中
の
７
月
１９
日

に
は
、「
江
戸
遺
跡
研
究
会
」

特
別
例
会
が
同
所
で
開
か

れ
、
田
中
さ
ん
ら
が
発
表
。

「
職
人
は
お
の
お
の
に
絵
の

具
の
水
加
減
が
あ
る
の
で
、

絵
の
具
を
貸
し
借
り
は
し
な

い
」
な
ど
、
窯
元
関
係
者
も

知
ら
な
か
っ
た
事
実
を
織
り

交
ぜ
、
参
加
者
の
関
心
を
引

い
た
。

◆
今
右
衛
門
窯

国
の

重
要
無
形
文
化
財
保
持

団
体
。
１４
代
今
泉
今
右

衛
門
さ
ん
は
７
月
に
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
に
認
定

さ
れ
、
親
子
２
代
で
人

間
国
宝
に
。

モ
ス
ク
ワ
大
生
、合
気
道
部
と
合
同
稽
古

モ
ス
ク
ワ
大
生
、合
気
道
部
と
合
同
稽
古

文
学
部
・

髙
島
ゼ
ミ

現
地
取
材
し
展
示

職人尽し―大学生がみた有田・今右衛門窯―

恩師ゆかりの専大で

ユニークで奥深い世界を紹介

▲ ろくろの回転を体験する「中心

取りませんか」コーナーも

国際交流活発に国際交流活発に国際交流活発に
生田キャンパス

▲ １対１で技を掛け合う

▶

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
道
場
で
勢
ぞ
ろ
い

オ
ラ
ン
ダ
の
工
科
大
生

オ
ラ
ン
ダ
の
工
科
大
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
生

日本文化の体験も

▲

左
か
ら
髙
島
准
教
授
、

田
中
さ
ん
、
君
塚
さ

ん
、
梶
原
さ
ん
、
南
部

彩
乃
さ
ん
（
４
年
次
）

▶

専
大
生
に
教
わ
っ
て

そ
ろ
ば
ん
に
挑
戦

▶

「
山
」
を
書
き
上
げ
に
っ
こ
り
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